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竹
河
巻

は
紫
式
部
原
作
で
あ
ろ
う

(下
)

今

井

源

衛

本

稿
は

、
文

学
研

究
第

三
九

・
四
○
合

併
号

掲
載

「
竹

河
巻

は
紫

式
部

原
作

で
あ

ろ
う

」

(
上

)

の
続
稿

で
あ

る
。

五

こ
の
問
題

は
、
以

上

の
よ
う

に
、
物

語
本

文

の
内

部
徴

証

に
の

み
手

が

か
り
を
求

め

る
か
ぎ

り
、

そ

の
矛
盾

の
解
決

は
不

可
能

の
よ
う

に
、
私

に

は
思
わ

れ
る
。
む
し

ろ
外
的

要
因

に
よ

っ
て
事
は

起

っ
た

の
で
は
な

い
か
。

結

論
を
先

に

云
え

ば
、

「
左
大

臣
」

の
名
を

夕
霧

に
冠
す

る

こ
と

と
、
当

時

の
宮
廷

に
於

い
て
は

「
左
大

臣
」

は
道
長

そ

の
人
を
指

す
語

で
あ

っ
た

こ
と

と
の
間

に
ふ
か

い
関
係

が
あ

っ
た
、

と
私
は

察
す

る

の
で
あ

る
。
以

下
そ

れ

に

つ
い
て
詳

し
く
述

べ
て
み

た

い
。

問
題

の
夕
霧

任
左

大
臣

の
記
述

と

い
う

の
は
、
前

に
も

述

べ
た
よ
う

に
、

本
巻

々
末

に
近

ぐ
、

玉
髪

の
娘

の
大
君

が
冷

泉
院

に
院
参

の
後

、
第

一
皇

子

に
続

い
て
第

二
皇

子
を

出
産
し

た
あ

と
、
宮

仕

え
が
気

ま
ず

く
な

っ
て

里

が
ち

で
あ

る

こ
と
を
述

べ
た
あ

と

に

左
大

臣
失

せ
た

ま

ひ
て
、
右

は
左

に
、
藤

大
納

言
、
左

大

将
か

け
た

ま

へ
る
右

大
臣

に
な

り
た
ま

ふ
。

つ
ぎ

つ
ぎ

の
人
な

り
あ

が
り

て
、

こ

の
薫
中

将

は
中
納

言

に
、
三
位

の
君

は
宰

相

に
な
り

て
、

よ
ろ

こ

び
し
た
ま

へ
る
人

々
、

こ

の
御
族

よ
り

ほ

か
に
人

な
き
頃

ほ

ひ

に
な

む
あ

り

け
る
。

と
あ

る

の
を
指

す

の

で
あ

る
。

こ
σ
記

述

が
有

力

諸
伝
本

の
本

文

に
徴

し

て
も

、

ま
た

こ

の
叙

任

の
経
緯

に
徴
し

て
も

、
誤

写
と

か
単
な

る
作

者

の

ケ
ア

レ

ス
ミ

ス
な

ど
で

は
あ
り
得

な

い
こ
と
も
前

述

の
通

り
で
あ

る
。

と

す

れ
ば
、

問
題
は
、

こ
の
構
想

の
性

格
自
体

と

、
ま

た
何
故

そ

れ
が
橋

姫

巻

以
降

に
於

い
て
元
通

り

の
右

大

臣
に
逆
戻

り

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

か

っ

た

か
、

の
二
点

に
あ

る
と
考

え
ら

れ

る

の
で
あ

る
。

そ

の
た
め

、
私

は
こ

こ
で
は
、

ま
ず
登

場

人
物

を

「
左

大
臣

」

に
叙
す

る

こ
と

の
意
味

を
考

え
、

し
か

る

の
ち

に
さ

ら

に
、
夕
霧

が

そ
れ

に
任
ず

る

こ
と

の
意
味

に

つ
い
て
考

え

て
み

た

い
。

源
氏
物

語

の
登
場

人
物

の
中
、
大

臣

に
任
じ

た
者

に

つ
い
て
調

べ
る
と

、

左

の
如
く

で
あ

る
。

1

右

大
臣
。

い
わ
ゆ

る
中
世

に

「あ

し
大

臣
」

と
呼

ば

れ
た
人
。

弘

徽
殿

大
后

・
朧
月

夜
等

の
父

と
し

て
大

い
に
活

躍
す

る
。
桐

壺

巻

で

右
大

臣

と
し

て
登

場
し

、
そ

の
ま

ま
葵
巻

に
至

り
太

政
大

臣

と
な
り



明
石
巻

で
雍

去
。

左
大

臣
を

経
な

い
。

2

左
大

臣
。

源
氏

の
舅
。

葵
上

・
頭
中

将
ら

の
父

と
し

て
大

い
に
活

躍
す

る
。
桐

壼

巻

に
左
大

臣

と
し

て
登
場

し

、
賢
木

巻

に
致
仕

の
表

を
奉

じ

て
窒
居
。

濡

標
巻

に
冷

泉
帝
即

位

と
共

に
摂
政
太

政

大
臣

、

薄

雲
巻

に
逝

去
。

3

光

源
氏
。

明

石
浦

よ
り

帰
京

後
、
権

大

納
言

に
任

じ
、
摂

政
。

翌

年
冷

泉
即

位

と
共

に

、
内
大

臣

に
昇
り

摂

政
を
左

大

臣

に
譲

る

(濡

標

)。
そ

の
ま
ま
推

移

し
、

少
女
巻

に
至

っ
て

、
右
左

大
臣

を
経
ず

し

て
太

政
大

臣
と

な
る
。
藤
裏

葉
巻

に
今

上

即
位

と
共

に
準
太

上
天
皇

。

4

頭
中

将

。
終
始

大

い
に
活
躍
す

る
。

薄

雲
巻

に
大

納
言

と
な

る
。

少
女

巻

に
内

大

臣

と
な
り

、
源

氏

の
譲
り

を
受

け

て
政
務
を

執

る
。

藤

裏

葉
巻

に
、

源
氏

の
後

任

と
し

て
、
右

・
左

大
臣

を
経
ず

し

て
太

政
大

臣

に
任

ず

る
。
若

菜

下
巻

、
今

上

即
位

と
共

に
致
仕
。

5

夕
霧

。

源
氏

の
長

男
。
大

い
に
活

躍
。
若

菜

下
に
大

納
言

と
な

り
、

匂

宮
巻

に
右

大

臣
。

竹
河

巻

に
左
大

臣

に
任
じ

る

が
、
橋
姫

巻
以

降

ふ
た

た
び
右

大

臣
。

6

紅
梅

。

か
な

り
活
躍

。

頭
中
将

の
弟

、
匂

宮
巻

で
按

察
使

大
納

言

と
し

て
見

え
、
竹

河
巻

に
右

大

臣
兼
大

将
。

橋
姫

巻
以

降

は
再

び
大

納

言
。

7

髭
黒

大
将
。

玉

婁

の
夫
。

承
香

殿
女

御

の
兄
弟
。

後

に
記
す

9

の

子

か
。

若

菜

下
巻

に
、

今
上

即
位

に
当

り
左

大
将

か

ら
右
大

臣

に
昇

り

、
政
務

を
執

る

(
関

白
か

)。
某

年
太

政
大

臣

と
な

り
、

や
が

て
致

仕

、

莞
去

(
紅
梅

)。
大

い
に
活

躍
。

以
上

が
登

場
人

物

と
し

て

の
具
体

的
内
容

を
持

ち

、
多

少
と
も

活
躍
す

る

「
大

臣
」

の
す

べ
て

で
あ

る
。

が

、
そ

の
外

に
、
名

の

み
に

ひ
と
し

い
人

物

も

数
人

か
ぞ

え

る

こ
と
が

で
き

る
。

一
応
列

挙
す

れ

ば
、
左

の
通

り
。

8

左

大

臣
。

冷
泉
帝

の
女
御

の
父
。

真
木

柱
巻

に
「
左
大

殿

の
女
御

」

と
見
え

、
行

幸
巻

に

「
左

右
大

臣
」

の
名

が
行
幸

供
奉

者
中

に
見
え

る

の
み
で
、
他

の
詳

し

い
こ
と
は

一
切
不

明
。

12
参

照
。

9

左
大

臣
。

今
上

帝

の
麗
景

殿
女

御

の
父
。

梅
枝

巻

に

「
左
大

臣

殿

の
三

の
君
参

り
た
ま

ひ
ぬ
」
と
あ

る
。

こ

の
人

は
、
宿

木
巻

に

「
そ

の
頃

藤

壺

と
聞
ゆ

る
は
故

左
大

臣
殿

の
女

御

に
な
む

お
は

し
け

る
。

(中

略

)
父

大
臣

の
い
か
め
し

か
り
し

名
残

い
た
く
衰

へ
ね
ば
」

と

あ

る
人

と
同

人

か
と

の
説

も
あ

る
。

詳
し

く

は
不

明
。

10

右

大

臣
。
朱

雀
帝

の
承

香
殿

女
御

の
父
。

髭

黒

の
父
。

今
上
帝

の

外

祖
父

も

こ

の
人

か
と

の
説

が
あ

る
。
明

石
巻

に
は

「当

帝

の
御
子

は

右

大
臣

の
娘

承
香

殿

の
女
御

の
御

は
ら

に
男
御

子
生

れ
た

ま

へ
る
∂

(
四
六

八

)
と
あ

り
、
藤
袴

巻

に

は

「
こ
の

(髭

黒

)
大

将
は
春

宮

の
女
御

の
御

は
ら

か
ら

に
ぞ

お
は
し

け

る
」

(
九

二
八

〉
と

の
み
あ

る
。

11

右

大

臣
。

梅
枝

に

「
右

大
臣

中
務
宮

な

ど

の
け
し

き
ば

み

い
は
せ

給

め
る

を
」

(
九
九

○

)
と
、
夕

霧

を
婿
取

り

し
よ
う

と

し
た

人
。

河

海
抄

は

10

か
と

い
う

。
ま

た
次

の
12

と
同
人

と
す

る
説

も
あ

る

が
、

記

事

は
右

だ
け

で

一
切
不

詳
。

12

右

大

臣
。

源
氏

の
賀

が
嵯
峨

の
御
堂

で
催

さ

れ
た
折

の
出

席
者

、

「左

右

の
大

臣
式
部

卿
宮

を
は

じ
め

た

て
ま

つ
り

て

つ
ぎ
　

は
、

ま

し

て
参
り

た
ま

は
ぬ

人
な
し
」

(
一
○

八

一
)
と
あ

る
。

こ
の
記

事

だ
け

で
不

明
。

こ
れ
以
外

に

「
内
大

臣
」

は

い
な

い
。

以
上

の
中

、
8
以

下
は
当

面

、人
物
造

型

の
内

容
を

取

り
上

げ
よ
う

と
す



る
本

論

と
し

て

は
、
問

題
外

と

せ
ざ
る

を
得

な

い
。

残

っ
た

1
～

7
の
七

人
に

つ
い
て

の
、
共

通

の
問
題

点

と
思
し

き
も

の

を

挙
げ

れ

ば
、

左

の
二
点

で
あ

る
。

一
、
光

源
氏

・
頭
中

将

と
も

に
、
内
大

臣

か
ら

一
足

と
び

に
太

政
大

臣

に
達
し

て
、
左
右

大
臣

を
経

て

い
な

い
こ
と
。

二
、
右
大

臣

は
、
桐

壷
巻

か
ら
夢

浮
橋

ま

で
、
葵

上

の
父

・
髭

黒

・
夕

霧

と

、

ほ
ぼ
全
巻

を
覆

っ
て
活
躍
す

る

が
、
左

大
臣

は
、
葵

上

の
父

が
濡

標

で
太

政
大

臣

と
な

り
、
薄
雲

で
退

場

し
た
あ

と

は
、
登
場

人
物

と
称

す

る

に
足
る
内
容

を

も

っ
た
者

は
、
竹

河
巻

の
例

の
記
事

を
除

い
て
は
、
他

に

全

く

現
れ
な

い
。

こ
の
二
条

の
意
味

に

つ
い
て
、
以

下
逐
次

検
討

を
加

え

る

こ
と

に
し

ょ
う
。

六

第

一
の
、
光

源

氏

と
頭
中

将

が
共

に
内

大
臣

か

ら
左
右
大

臣

を
経
ず

に

太
政
大

臣

に
至

る

こ
と
に

つ
い
て
は
、
す

で
に
早
く

か
ら
花

鳥
余

情

が
、

少
女
巻

に
お

い
て
、

「
内
大

臣
転

太
政
大

臣
例

、
忠

義

公
兼
通

天
延

二
年

二
月

任
太

政
大

臣

・
元
内
大
臣
、
但

関

白
な

り
」

と
注

し

て
お
り
、

さ

ら
に
遡

っ
て
河
海
抄

は
、

「
内

大
臣
執

政
例

」

と
し

て
、

堀
河
関

白
兼

通
忠

義

公
、

天
禄
三

年
十

月

廿

一
日
内
覧

、
十

一
月
廿

七
日
内

大

臣
、
中

関
白

道
隆

公
、
永

酢

元
年

二
月

廿
三

日
内
大

臣
、

二
年
五

月
関

白
。
帥

内
大

臣
伊

周
公

正
暦

五
年

入
月

廿
四

日
内
大

臣
、

長

徳
元

年
三

月
八

日
内
覧
。

と
注

す

る
。

こ
れ

を
史
書

に
徴

し

て
み

て
も
、

ほ

ぼ
誤
り

が
な

い
。

即

ち
藤
原

兼
通

は
、

天
禄

三
年
当

時
権
中

納

言
従

三
位

で
あ

っ
た

が
、

父
太

政
大

臣
伊
サ

の
病
革

ま

っ
て
政

を
執

る

こ
と
叶

わ
ず
、

十
月

二
十

七

日
に
内
覧

の
宣
旨

を
蒙

り
、

翌
十

一
月

一
日

に
伊
サ

莞
ず

る
や

、
同
月

二

十

七

日

に
は
内
大

臣

に
任
じ

、
関
白

と
な

っ
た
。

公

卿
補

任

に
は
、

「
自

中

納
言

任
大

臣
例

、
執

政
入
不

経
大

将
初
例

」

と
注

し
、

ま
た
上

首

の
源

雅

信
、

中
納

言
朝

成
等

を
超

え
、
大
納

言

を
歴
ず

し

て
関

白

に
な

っ
た
、
な

ど
と
も

記

し

て

い
る
。

兼
通

は
さ
ら

に
翌

々
天

延

二
年

二
月

二

十
入

日
に

五
十
歳

で
正
二
位

太
政

大
臣

に
昇

り
、
輩
車

を

聴

さ
れ

た
。

こ
れ
ま

た

「

自

内
大

臣
任

関

白
太
政

大
臣
初

例
」

で
あ

る
。

つ

い
で
三
月

二

十
六

日
に

は
、
万

機
を

関
白

せ
よ

と

の
詔

あ
り

、
内
合

人

二
人

、
近
衛

四

人
を

賜
わ

っ
て
随

身

と
し
、

牛
車

を
聴

さ
れ

た
と
も
あ

る
。

と
も

か
く

、

こ

の
兼
通

の
昇
進

は

ま

っ
た
く
破

天
荒

の
も

の

で
あ

っ
た
ら
し

い
。

以
後

、
内
大

臣

か
ら
直

ち

に
関

白
太

政
大
臣

に
昇

る
例

は
再

び
は
見

え
な

い
の
で
あ

る
。

し

か
し

、

こ
の
内
大

臣

が
内
覧

の
宣
旨

を
蒙

り
、

ま

た
は
摂

政
関

白
と

な

る
道

は

、
兼
通

に
よ

っ
て
開
か

れ
た

と

い

っ
て
よ

い
。
中

関

白
道
隆

は

永

酢

元
年

、
三

十
七
歳

で
権

大
納
言

よ
り
内

大

臣

と
な
り

、
翌

年
五
月

父

兼

家

が
重

病

の
た
め
出

家
す

る

に
及
ん

で
、
同

月

八
日
関

白
、

二

十
六

日

摂

政

と
な

っ
た
。

以
降

か

れ
は
正
暦

二
年

七
月

内
大

臣

を
辞
し

、

こ
れ
を

弟

の
道

兼

に
譲

り
、
以

後
は

摂
政

と
し

て
公
卿

を
卒

い
た
。

道

隆

の
息

の

伊

周

も
ま

た
正
暦

五
年

八
月

、

二
十

一
歳

の
若

さ

で
上
位

三
人

を
超

え

て

権

大
納

言

よ
り

一
足

と
び

に
内
大
臣

に
任

じ

、
翌
年

三
月

、

父

の
病
革

る

や
、

同

二
十
九

日
内
覧

の
宣

旨
を
蒙

っ
た
。

こ
れ

に

つ

い
で

、
当
時

右
大

臣

で
あ

っ
た
道
長

が
、
史
上
有

名

な
伊

周

と

の
角

逐

に
、
姉
詮

子

の
後
援

に
よ

っ
て
内
覧

の
宣
旨

を
蒙

っ
た

の
は

、
道
隆

の
死
後

、
同
年

六
月

十
九

日

の
こ
と

で
あ

っ
た
。

時

に
道
長

三
十

歳

で
あ

る
。



こ
れ
ら

兼
通
ー

道

隆
=

伊
周

ら

の
例

が
、
主

と
し

て

は
父
親

の
重
態

と

い
う

特
殊

事
情

の
下

に

で
は
あ

っ
た
が
、

比
較

的
弱

年

で
、
内

大
臣

の
ま

ま
摂

関

の
地
位

に
就

い
た

人

と
し

て
、
天

下

の
目
を

そ
ば
立

た

せ
た

こ
と

は
察
す

る
に
余

り

が
あ

り

、
そ

の
事

実

が
光

源

氏
や
頭

中
将

と

い
う

、

こ

の
物

語
中

の
二
人

の
大

立
物

の
造

型

に
適

用
さ

れ
た

こ
と

は
十
分

に
想
像

で
き

る
。

そ

の
点

で
、

こ
の

二
人

の
出
世

コ
ー

ス
に
は
当
時

の
史

実

が
か

な
り
色

濃

く
反

映
し

て

い
る
と

見

て
よ

い

の
で
あ

る
。

第

二

の
、
右
大

臣

は
ほ

ぼ
全
巻

に

亘

っ
て
登

場
す

る
が

、
左
大

臣

は
、

濡

標
巻

以
降

、

こ
れ

と

い

っ
た

人
物

は
現

れ
な

い
と

い
う

事

実

は
ど
う

で

あ

ろ
う

か
。

ま
ず

そ

の
主

因

が
、
第

一
に
光

源
氏

・
頭

中
将

の
二
人

が
左

大
臣

に
も
右

大

臣

に
も

な

ら
な

か

っ
た

こ
と
に
あ

る

と
想
像

す

る

こ
と
も

出
来

よ
う
。

し

か
し

、
そ

れ

だ
け

で
は
、

こ

の
左

右
大

臣
間

の
偏

っ
た
あ

り
方

の
説

明

に
は
な

る
ま

い
。

比
較

的
早

い
時

期

の
濡

標
以
前

ま

で
は
、

左
右

大
臣

が
揃

っ
て

い
な

が

ら
、

そ
れ

以
後
全

巻

の
四

分

の
三

の
量

に
及
ん

で
、
左

大
臣

の
み
実
質

的

に
姿

を
消
す

、

と

い
う

の
は
、
第

一
印
象

か
ら

し

て
も

、
均

衡

を
失
し

た

も

の
で
は
あ

る

ま

い
か
。

試

み
に
史
実

に
徴

す

れ
ば

、
左
右

大

臣

の

い
ず

れ
か

一
方

で
も
欠

け

た
時

代

と

い
う

も

の
は
、
嘗

て
な

か

っ
た
。

太
政

大

臣
、
あ

る

い
は
内

大
臣

の
欠

員

は
法
規

上

い
く
ら

も
あ

り
得

る
事

で
あ

り
、

事

実

る

の
通

り

で
あ

る

が
、
左

右
大

臣

は
共

に
不

可
鉄

が

鉄
則

で
あ

る
。

源
氏
物

語

も
前
記

の
よ
う

に

、
形

式
的

に
は
、

全
巻

を
通

じ

て
名

だ
け

は

備

っ
て

い
る

と

い
え
よ
う

が
、

(
そ

れ
も
確

実

で
は
な

い
)
、
し

か
し

そ

の

実

質

を
尋

ね

て

こ
う

し

た
偏

り
が
あ

る
事

自

体
、

史
実

か
ら

受
け

る
印

象

に
喰
違

う

も

の
が
あ

り

そ
う

で
あ

る
。

・

又

、
試

み

に
、
当

時

の
他

の
物
語

に
当

っ
て
、
左
右

大

臣
を

し
ら

べ
て

み
よ
う

。

竹
取

物
語

に

は

「
左

大
臣

阿
部

の
み
む
ら

じ
」

が
あ

っ
て
、

に

せ
も

の

の
火
鼠

の
皮
衣

を
唐

商

人
か

ら
買

わ
さ

れ
て
、

と
ん

だ
恥
を

か
く

の
は

周
知

の
通

り

で
あ

る

が
、
宇

津
保

物
語

で
は
、
主

人
公
仲

忠

の
父

の

兼

雅

は
国
譲

上
巻

で
任

右

大
臣
。

か
な
り

の
重

要

人
物

で
あ

る
。

源
季

明

は
嵯

峨
院
巻

で
左

大

臣
、

沖

つ
白
波

巻

で
太
政

大
臣

で
あ

る
。

兼
雅

の
兄

の
忠

雅
も

嵯
峨

院
巻

で
右
大

臣

、
内
侍

督
巻

で
左

大
臣

、
国

譲
上

で
は
太

政

大

臣

と
、
弟

よ
り
も

一
足
ず

つ
先

に
上

っ
て
ゆ

く
。

ま
ま

子
物

語

の
父

親

役

を
勤

め
る

橘
千
蔭

は
俊

陰
巻

以
下

に
右

大
臣

と
し

て
登

場
し

、
貴
宮

の
父

源
正
頼

は
沖

つ
白
波
巻

で
任

右
大

臣
、

国
譲

上
巻

で
任

左
大

臣
。

こ

こ
に
内

大

臣

が

一
人

も
見

え
な

い
の
は
、
や

は
り

前
記

の
兼

通

・
道

隆

・

伊
周

ら

の
史

実

と
同
時

か

、
そ

れ
よ
り

以
前

に

こ

の
作

品

が
成
立

し
た

こ

と
を

示
し

て

い
る
。

ま
た

そ

の
昇
進

ぶ
り
も

、
左
↓

太

政
、

右
↓

左
↓

太

政
、

右
↓

左

な

ど
と

い
う

ふ
う

で
、
三

階
級

特
進

な

ど

の
例

は
な

い
し

、

左

右
大

臣

の
造

型
や
叙

述

の
不
均

衡
も

感
じ

ら

れ
な

い
。

落
窪

物
語

の
場
合

に
は

、
主

人
公

の
道
頼

は
、

大
納

言
ー

大
将
-

左
大

臣
ー
太

政

大
臣

と
昇

り
、

そ

の
父
左
大

将

は
、
大

納
言
ー

右

大
臣
ー

太

政

大
臣

と
進

む
。
人
物

が
少

く
資

料

に
と

ぼ
し

い
う

ら

み

は
あ

る
が
、
内

大

臣

は
ま

だ
現

わ
れ

な

い
し
、
左

右
大

臣
間

の
不

均
衡

は
な

さ
そ
う

で
あ

る
。

少
く

と
も

現
存

物
語

で

み
る
か

ぎ
り
、

源
氏

物
語

に

み
ら
れ

る
よ
う

に
、

と
く

に
左

大
臣

の
造

型
が
右

大

臣

の
そ

れ

に
比

べ
て
見

劣
り

が
す

る
と

い

う

こ
と

は
な

い
よ
う

で
あ

り
、
則

闘

の
官

と

い
わ

れ

る
太
政

大
臣

を
別

と

す

れ
ば
、

左
大

臣

が
位

人

臣
を
極

め

る
職

で
あ

る
限
り

、
右

大
臣

よ
り

も

む
し

ろ
左

大
臣

の
造

型

に
力

を
注

ぐ

の
が
当

然

と
思
わ

れ
る

の
で
あ

り

、

源
氏

以
外

の
こ
れ
ら

の
物
語

の
叙

述
は

、
そ

の
事

を
裏
付

け

て

い
る
と

い

っ
て
よ

い
だ
ろ
う
。

源

氏
物

語

の
濡

標
巻

以
降

の
叙

述

は
、
先

行
す

る
他

の
物
語

と
比

較
し

て
も

や

や
特
異

な
感

を
抱

か

せ
る

の
で
あ

る
。
内

大

臣

が
摂

関

に
就

く
記

述

に
於

い
て
は
、
か
な

り
史

実

に
忠
実

に
随

い
な

が
ら

、



左
大

臣

の
造

型

に
関

し

て
も
、

む
し

ろ
史
実

に
そ

ぐ
わ
ず

、

物
語

の
常

型

に
も
随

わ
な

い
と

い
う

の
は
、

ど
う

い
う

こ
と
な

の
で
あ
ろ
う

か
。

そ

れ

に

つ
い
て

は
、
以

下
あ
ら

た

め
て
別

の
角
度

か
ら
考

え

る

こ
と

に
し

た

い
。

七

事

は
、

お
そ
ら

く

は

「
左

大
臣

」

の
呼

称

と
、
物

語
中

に
お

け
る

そ

の

職

に
あ

る
人

物

の
役
割

に
関

わ

る
問
題

で
は
あ

る
ま

い
か
。

「
左

大
臣

」

の
呼
称

と

い
う

の
は
、
紫

式
部

の
物

語
執
筆

当
時

に
即

し

て
考

え
た
場

合
、

そ
れ

は
藤

原
道
長

そ

の
人
を

指
す

言
葉

で
あ

っ
た

と

い

う

こ
と
だ
。

紫
式

部

が
源
氏

物
語

を
書

き
は

じ
め

た
長
保

二
年

に
は

、
道
長

は
す

で

に
政
権

を
掌

握
し

て
数
年

を

経

て

い
た
。

か

れ
は
前
述

の
如

く

、
長
徳

元

年

五
月

に
内
覧

の
宣

旨

を
蒙

っ
て
、
堂
上

の
覇

者

と
な
る

や
、

翌
二
年

六

月

二

十
五

日
右

大

臣
、

さ
ら

に
七
月

二

十
日
左

大

臣
と
昇

進
を
重

ね
、

以

来

位
も

正
二
位

に
達

し

て

い
た
。
時

の
右

大
臣

は
凡
庸

な
顕

光

で
あ
り

、
か

れ
は
、

長
徳

二
年
道

長

が
左
大

臣

に
上

っ
た
あ

と
を

受
け

て
右
大

臣

に
任

ぜ
ら

れ
て

い
た

の
で
あ

る
。

周
囲

に
も

は
や
誰

一
人
と
し

て
怖

る

べ
き

者

は
な
く

、
道
長

は

ま
さ

に
旭

日
昇

天

の
勢

い
で
あ

っ
た
。

紫
式
部

は

、
そ

の
頃

、
未

亡
人

と
し

て
実
家

に
淋

し
く
暮

し

て

い
た
。

彼

女

の
耳

に
も
道

長

の
威

勢

や
そ

の
ス
ケ
ー

ル
の
大

き
な

人
柄

の

こ
と
な

ど
も
噂

と
し

て
は

入

っ
て
き

た

で
あ

ろ
う
。

し

か
し

、
そ

れ
は
直

接
見

聞

す

る
も

の
で
な

い
か
ぎ

り
、
彼

女

の
物
語

に
そ

の
ま

ま
素
材

と

し

て
取

入

れ

ら

れ
る
事

は
な

か

っ
た

で
あ

ろ
う

。
彼

女

は
、
よ
く

い
わ
れ

る
よ
う

に

そ

れ
ま

で

の
他

の
物

語

の
方
法

に
従

っ
て
、
筋

を
立

て
、

人
物

を
構

え
、

そ

れ

に
新

し

い
肉

附
け

を
与

え

て

い

っ
た
。

物

語

の
当

初

に
当

っ
て
、
帝

を

は
じ

め
左
右

大
臣

が
出
揃

う

の
は
当

然

に
す
ぎ

な

い
。

そ

れ
は
政

界

の

常
識

で
あ

り
、

ま

た
世
間

一
般

の
物

語

の
常

套
的

構
想

で
も
あ

っ
た
。

式

部

の
物
語

は

こ
う

し

て
、

お
そ
ら

く
は

、
寛

弘
二
年

末

の
出
仕

の
頃

ま

で

書

き

継

が
れ

て

い

っ
た

で
あ

ろ
う
。

そ

の
頃

、
物

語

の
中

で

は
、
葵

上

の

父
左
大

臣

は
至

っ
て
健

在

で
あ

っ
た
。

紫

式
部

が
出

仕
し

た
と
き

、
物
語

が

ど

こ
ま

で
進

ん

で

い
た
か
、

そ
れ

は
難

し

い
問
題

だ

が
、
私

は
か

っ
て
ポ
ー
そ

の
範

囲

を

一
応

桐
壺

か
ら

明
石

巻
あ

た
り

ま

で
と
推
定

し

て
お

い
た

が
、
現
在

で
も
、
当

ら
ず

と

い
え

ど

も
遠

か
ら
ず

と
考
え

て

い
る
。

濡

標
巻
あ

た
り
を
境

と
し

て
、

以
後

に
わ

か
に

源
氏

と
頭
中

将

と

の
対

立
が

目
立

っ
て
く

る
が
、

そ
れ

は
作
者

が
当
時

の
藤

原
摂

関
家

間

の
角

逐

暗
闘

に
想

を
得

た
も

の
ら
し

い
こ
と
、

ま
た

、
そ

こ

に
紫

式
部

の
宮

廷
生

活

の
体
験

を
介

在
さ

せ

て
考

え

る

こ
と
は
、

ほ

ぼ
学

界

の
通

説

に
化
し

つ

つ
あ

る
と

い
っ
て
よ

い
だ

ろ
う

。

こ
う

し

て
出

仕
し

て
間
も

な
く

濡
標

が
書

か
れ

、
左
大

臣

は
摂
政

太
政

大
臣

と
な

り
、

さ
ら

に
薄
雲

巻

で
死
去
す

る
。

そ

し

て
、
以
後
夢

浮

橋
巻

末

ま

で
、

竹
河

巻

の

一
条
を
除

け

ば
以
後

左
大

臣

と
し

て
、
実
質

的

に
活

躍
す

る
人
物

は
皆
無

な

の
で
あ

る
。

そ

れ
は
、

出
仕
後

の
紫
式

部

に

と

っ

て
、

「
左
大

臣
」

の
実
質

的

造

型
を
偉

ら

せ
る

何
ら

か

の
強

い
理

由

が

あ

っ
た
た
め

だ
、

と
私

は
考

え

た

い
の
で
あ
り

、

そ
れ

は
、
当
時

の
左

大

臣

で
あ

っ
た
道
長

の
存

在

そ

の
も

の
で
あ

ろ
う

と
思
う

の
で
あ

る
。

当

時

、
道
長

が
人

々
か

ら

「
左
大

臣
」
を

以

て
呼

ば

れ

た
事

は

い
ま

さ
ら

い
う

ま

で
も
な

い
。
権

記

や
小
右

記

で
は

「
左
大

臣
」

の
ほ
か

に
「
左
府

」

「
相

府
」

な

ど

の
語

を
用

い
て
道

長
を

指
し

、
紫

式
部

日
記

で

は
、
「
殿

」

と
呼

ん

で

い
る
。

し

か
し

、

こ
れ
は
紫

式
部

に

と

っ
て
、
道

長

は
主

人

で



あ

る

か
ら

、
そ
う

し

た
や

や
内
輪

の
呼

び
方

を
す

る

の
で
あ

る
。
当

時

の

宮

廷

人

に
と

っ
て
も

紫
式
部

に

と

っ
て
も
、

少
く

と
も

「
左

大
臣

」
な

る

語

が
、
当

時

に
あ

っ
て
は

、
道
長

そ

の
人

と
切
り

離

せ
な

い
固

有
名

詞
的

な

イ
メ

ー

ジ
を
帯

び
た
語

と
化

し

て

い
た

こ
と
は
疑

え
な

い
で
あ
ろ
う

。

人

々
は
物

語
中

の

「
左

大

臣
」

に
も
、

し

ば
し
ば

道
長

を
思

い
浮

べ
た

で
あ

ろ
う

し

、
少

く

と
も
そ

の
危

険
は

十
分

に
あ

っ
た
。

日
記

の
中

に
あ

れ

ほ
ど
道
長

の
こ
と
を
気

に
し

て

い
る
紫

式

部

で
あ

れ

ば
、

そ

の
事

に
平

気

で
あ

っ
た
と
も

考
え

ら

れ
な

い
の
で
あ
り

、
そ

の
よ
う

な
危

険
を

敢

て

冒
し

て
ま

で
も

、
「
左
大

臣
」

を
造

型
す

る
気

は
し

な
か

っ
た

で
あ

ろ
う

。

「
左

大
臣

」

の
造

型

は
、
道

長

の
存
在

の
た
め

に
、

は
な
は

だ
し
く

拘
束

さ

れ
て

い
た
。
事

実
上

自

由
な
造

型

は
不
可

能

で
あ

っ
た

と
さ

え
思

わ

れ

る

の
で
あ

る
。
濡

標
巻

か
ら

あ

と
、
「左

大

臣
」
が
実

質
的

に
姿

を
消
す

の
は

先

の
光

源
氏

・
頭
中

将

の
二
段

階
昇

進

の

こ
と

と
相

侯

っ
て
、

こ

こ
に
そ

の
大

き
な

理
由

が
あ

っ
た
と
思

わ

れ
る
。

八

そ

れ

で
は
、
問

題

の
竹
河

巻

の
夕

霧

任
左
大

臣

の
記
事

は

ど
う
解

す

べ

き

か
。
前

掲

の

「左

大

臣
失

せ
た

ま

ひ
て
、
右

は
左

に
…
…
」

の
文

は
、

実

は
夕
霧

の
任
左

大
臣

を
書

く

こ
と

に
趣
旨

が
あ

る

の
で
は
な

い
。
す

で

に
物
語

中

、
第

一
の
大

立
物

と
な

っ
て

い
る
夕

霧

の
昇

進
自
身

に
叙

述

の

眼

目

が
あ

る
の
な

ら
ば

、
そ

れ
を

た

だ
単

に
、

そ

っ
け

な
く

「
右

は
左

に
」

と

の
み
記
し

て
済

ま

せ
る

は
ず

が
な

か
ろ
う
。

は

た
し

て
、

こ
の
時
作

者

は

「
右
」

が
夕

霧

で
あ

っ
た
か

ど
う

か
も
十

分
に

は
自
覚

し

て
は

い
な

か

っ
た

の

で
は
な

い
だ

ろ
う

か
。

と

い
う

の
は
、

こ

の
人

々
昇

進

の
記
事

の
趣
旨

は

、
む
し

ろ
、

巻
末

の

玉
髪

の
我

が
家

の
不

如
意

を
嘆

く
場

面
を

描
く

こ
と
に
あ

っ
た

と
思

わ
れ

る

の
だ
。

左
大

臣
逝

去

に
伴
う

臨
事

の
昇

任

人
事

に
よ

っ
て
、
薫
も

、蔵

人

少
将

も

紅
梅
も

み
な

一
級
ず

つ
上

り
、
そ

の
お
礼

回

り

に
晴

れ
姿

で
玉
髪

を
訪

れ

る
、あ

る

い
は
紅

梅

の
右

大

臣
新
任

祝
賀

の
宴

会

の
騒
ぎ

が
、
隣
家

か
ら
聞

え

て
き

て
、
玉

髪

は
ひ
と

し
お
夫

亡

き
あ

と

の

一
家

の
淋

し
さ

が

身

に
し

み
、
さ

て

は
息

子

た
ち

ば
か
り

が
不

遇
な

の
で
は
な

い
か
と
嘆

い

て

い
る

、
と

い
う

の
で
あ

る
。

こ
の
巻

末

の
収

め
か

た
は

、

「
わ

る
御

た

ち

の
問

は
ず
語

り
」

だ

と

い
う

こ
の

一
巻

の
内
容

に

い
か

に
も

ふ
さ

わ
し

く
す

ぐ

れ

て

い
る

が
、

そ
れ
を
有

効

に
す

る
た

め

に
、

こ
の
昇
任

人
事

が

行

わ

れ
る

の
で
あ

る
。

そ

の
為

に

は
薫

も

蔵
人

少
将

も
紅

梅
も

同
時

に
昇

進

す

る
事

が
必
要

で
あ

り
、

ま
た
、

紅
梅

大
納

言

が
右

大

臣

に
上

る

た
め

に
は

、
そ

の
上

の
誰
か

、
右
大

臣

か
左
大

臣

か
が
死

ぬ
必
要

が
あ

る
。

物

語

の
主
要

人

物

で
あ

る
右
大

臣
夕
霧

を

そ
う

や
す

や
す

と
死

な

せ
る
わ

け

に
は

い
か
な

い
か

ら
、
身

許
も

不

明
な

「左

大

臣
」

を
急

に
死

な

せ
る

ほ

か

な
く

、
そ

の
あ

と
は

「
右

は
左

に
、

藤
大
納

言

(
中

略

)

右
大

臣

に

な
り

た
ま

ふ
。

次

々
の
人

…
…
」

と

い
う

形

で
す

べ

て
処

理

で
き

る
。

主

眼

は
、
紅

梅
や
夕

霧

の
右
大

臣

・
左

大

臣

へ
の
昇
進

に
あ

る

の

で
は
な

い

の
で
あ

り
、
そ

れ

は
、

こ
の
巻
独

自

の
、
ま

た

こ

の
場

面
や

ら
結
末

や
ら

の
為

の
便

宜
的

手
段

に
す

ぎ
な

い
の
で
あ

る
。

夕
霧

が
左

大

臣

に
上

る

と

い
う

重
要

事
を

「
右

は
左

に
」

と

一
語

で
片

づ
け

る

と

こ
ろ

、
私

は
作
者

が
、
そ
れ

を

は
た
し

て
夕
霧

の
事

と
し

て

十
分

に
意
識

し

て

い
た
か
あ

や

し

い
と
思
う

し
、

ま
た
気

が

つ

い
て

い
た

と
し

て
も

、
そ

の
事
を
読

者

に

勘

づ

か
せ

た
く
な

い
よ
う

な
気
持

に
な

っ
て

い
た

の
で
は
な

い
か
と
思
う

。

紅
梅

が
大
納

言

か
ら
右
大

臣

に
な

る
必
要

が
あ
り

、

し
た

が

っ
て
、
夕
霧

右

大
臣
は

下
か

ら
押

し
上

げ
ら

れ

て
左

大
臣

に
な

る

ほ
か
な

か

っ
た

の
だ



ろ
う
。
ま

た
そ

の
間

に
は
、
前

に

「
侍
従

」

の
設
定

の
条

で
触

れ

た
よ
う

な

、
作

者

の
安

易
な

、
気

を
抜

い
た
執
筆

態
度

も

手
伝

っ
て

い
た
と
想

像

す

る

こ
と
も

出
来

よ
う
。

私

は
前

に
、
作

者

は
幻
巻

ま

で
を
寛

弘
五
年

十

一
月
十

七

日
ま

で
、
以

下
宇

治

十
帖

は
寛

弘
七
年

二
月

よ
り

同
年

六
月
中

頃
ま

で

に
各

執
筆

し

た

と
考

え

た
。

ま
た
匂

宮

・
紅
梅

・
竹

河

の
三
巻

の
完
成

に

つ
い
て
は
、
宇

治

十
帖
執

筆
進

行
中

か

、
も
し

く
は

そ

の
直

後

二

～
三

年
以
内

か
、
と
し

た

の

で
あ

っ
た
。

私
は

そ

の
前

半

に

つ
い
て
は

、
今
も

考
え

は
変

っ
て

い

な

い
が
、
匂

・
紅

・
竹
三
帖

の
執
筆

時

期
に

つ
い
て
は
、
修

正

の
必
要

を

感
じ

て

い
る
。

が

、
今

こ
の
三
帖
全

体

に

つ
い
て
扱
う
余

裕

は
な

い
の
で
、

こ

こ
で
は
竹

河

一
巻

に

の
み
限

っ
て
考

え

て
み
た

い
。

右

の
私

の
考

え

に
よ
る

と
、

幻
巻

ま

で
書

き

終
え
た
あ

と

、
橋
姫

を
書

き

は
じ

め
る
ま

で
、
約

一
年

二
ケ
月

の
空
白

期

が
あ

る

わ
け

だ

が
、
私

は

今
前

説
を
修

正

し

て
、

こ
の
間

に
匂

紅
竹

の
三
帖

が
書

か
れ

た
と
考

え

た

い

。第

一
・
二
部

を
通
じ

て
、
よ
う

や
く

光
源

氏

の
生

涯
を
書

き

終
え

よ
う

と
し

て

い
た
作
者

に
と

っ
て
、

お
そ
ら

く
第

二
部

の
完
稿

以
前

か
ら

高

か

っ
た

で
あ

ろ
う
読

者

の
続
稿

を
望

む
声

は
、

幻
巻
欄

筆

と
共

に

い
よ

い
よ

高
ま

っ
て
、

ほ
と
ん

ど
拒
否

し
難

い
も

の
と
な

っ
た

で
あ

ろ
う
。

そ
れ

に

押
さ

れ

て
、
構
想

も

十
分

に
は
熟

さ
な

い
ま

ま

に
、
式
部

は
再

び
筆

を
執

り

は
じ
め

た
。

「
光

隠
れ

た
ま

ひ
に
し

後
、

か

の
御

影

に
立
ち

つ
ぎ

た
ま

ふ

べ
き
人

、
そ

こ
ら

の
御
末

々
に
あ
り

難

か
り
け

り
」

と

い
う

匂
宮

巻

の

語
り
出

し

は
、

そ
う

し

た
作

者

の
苦
渋

を
含

ん
だ
重

い
気

持
を

物
語

る

か

の
よ
う

で
あ

る
。

物
語

は

、
亡
き

光
源

氏

の
物
語

の
続

き

で
あ

る
以

上

は
、
そ

の
子

孫

が

主
人

公

で
な
け

れ
ば
な

ら

ぬ
。

匂
宮

巻

で
は

、

こ
う

し

て
薫

と
匂

宮

と

の

二
人

の
生

い
立
ち

が
紹

介
さ

れ
、

配
す

る
女
性

と
し

て
女

一
宮

・
夕
霧

の

六
君

、
さ

ら

に
冷

泉
院

の
女

一
宮

が
登
場

す

る
け

れ
ど
、

ほ
と

ん
ど
恋

物

語
ら

し

い
発
展
を

示
さ

ず

に
終
る
。

紅
梅

巻

で
は
、

や
や
唐

突

に
紅
梅

大

納

言

の
家

庭

が
材
料

と
な

る
。

し

ば

ら
く

ぶ
り

に
顔
を

出
し

た
大
納

言

の

後
妻

眞
木

柱

の
三
人

の
娘

が
話

の
中
心

で
、

大
君

は
東
宮

に
参

り

、
中

の

君

は
匂
宮

に

と
父
大

納
言

は
望

ん

で

い
る
。

真
木

柱

の
連
れ

子

の
宮

の
君

に
、
ま
ま

父

の
大
納

言

は
好
色
心

を
抱

い
て

い
る
が
、
匂

宮
も

宮

の
君

に

思

い
を
寄

せ

て

い
る
。

真
木

柱

は
匂
宮

の
好
色

の
噂
を

聞

い
て
た

め
ら

っ

て

い
る
。
1

紅
梅

巻
も

ま
た
物

語

と
し

て

の
発

展

は
ほ
と

ん
ど

認
め

ら

れ
ず

、
共

に
匂
宮

・
薫

の
将
来

に

つ

い
て

の
種

々

の
可
能

性

を
思

わ

せ
る

だ
け

で
終

っ
て

い
る
。

竹

河
巻

は
、

そ
れ
ら

に
続

い
て
、
前
述

の
よ
う
な

内
容

で
あ

り

、
三
帖

の
中

で
は
も

っ
と
も
物

語
ら

し

い
展
開
を

示
し

て

い

る

と

い

っ
て

よ

い
。

し

か
し

、
総

じ

て

い
え

ば
、
す

で
に
定

評

と
な

っ
て

い
る

よ
う

に
、

こ

の
三
帖

に
は
他

の
巻

に
見

ら
れ

る
よ
う

な
、

明
白

な
主

題
性

や
、
主

人

公

の
活

躍

が
な
く

、
活

躍
す

る

の
は
、
竹

河
巻

で

い
え
ば

、
薫

や
匂
宮

と

い

う

よ
り

は
、
む
し

ろ
玉
髪

や

蔵
人

少
将

と

い
う

よ
う

な
脇
役

な

の

で
あ

る
。

と

い
う

こ
と

は
、
匂
宮

巻

頭

に
は
か
ら
ず

も

漏
ら

さ
れ

た
よ
う

に
、
作
者

の
情

熱

や
愛
情

を
傾

倒
す

る

に
値

い
す

る

だ
け

の
主

人

公

が
も

は

や
な
く

な

っ
て
お
り

、
書

く

べ
き

目
標

が
必
ず

し
も

明
ら

か

で
な

か

っ
た

と

い
う

事

か
も
し

れ
な

い
し

、
あ

る

い
は
、
作
者

の
書

き

た

い
こ
と
は
、
竹

河
巻

に
見

ら

れ
る

よ
う

に
、
薫

や
匂
宮

と

い
う

年

若

い
青

年

に

は
荷

わ

せ
る

こ

と

の
出
来

な

い
、
中

年
男

女

の
苦

労

で
あ

っ
た

か
ら
か
。

し

か
し

、
そ

れ

は
当

時

の
物
語

と
し

て
は

、
か
な

り
危

険

で
、
形
式

と
内
容

に
分

裂
を
来



た
す

惧

れ

の
あ

る
も

の
だ

っ
た
。

こ
の
心

理
的

停
滞

あ

る

い
は
摸
索

の
段

階

に
あ

っ
て
、

こ

の
三
帖

は
物
語

ら
し

い
発

展

も

見

せ
ず

、

文
章

に
も

の

び

の
び
し

た
所

を
失

っ
て
説

明

に
陥

り
易
く

、

ま

た
悪

文
と

も
云

わ
れ

る

ほ

ど

の
重
複

や
無

駄

な
用
語

・表

現

が
目
立

ち
、
あ

る

い
は
気

の
抜
け

た

と

こ
ろ
も
生

れ

た

の
で
あ

ろ
う

。
そ
う

し

た
中

で
、
竹

河
巻
末

の
例

の
昇

進

の

記
事

は
書

か

れ
た

が
、

そ
れ

は
以
上

に

の
べ
た

よ
う

な
幾

つ
か

の
悪
条

件

の
重

な

っ
た
上

の
こ
と

で
あ

る

こ
と
を
察
す

る
必
要

が
あ

ろ
う
。

九

と

こ
ろ

で
、
竹

河
を
書

き

終

っ
て

一
年
余

、

つ
ぎ

の
宇

治

十
帖

を
書

き

始

め

る
ま

で
の
間

に
、
作

者

の
仕

え
る
宮

廷

に
は
大
き

な
事

件

が
起

っ
て

い
た
。

私

が
、

『
紫

式
部

』

に
於

い
て
、

橋
姫

の
執
筆

が
寛

弘
七

年

二
月

以

降

と
推
定
し

た

の
は

、
寛

弘
六
年

の
道

長
呪
咀

事
件

と
、

翌
七

年
正

月

末

の
藤

原
伊

周

の
死
去

を
考
慮

し

た
結
果

で
あ

り
、

そ

の
詳

し

い
事
情

に

つ
い
て
は
、
今

こ

こ
に
あ

ら

た
め

て
く
り

か
え
す

こ
と
は
し

な

い
。

こ

の

事

件

が
敗
残

の
中
関

白
遺

族

に
止

め

の

一
撃
を
加

え

る
も

の
で
あ

つ
た

こ

と
や
、

自
ら

仕
え

る
宮

廷

の
ロ
バ
中

で
起

っ
た
事
件

だ
け

に
、

紫
式

部

が
そ

れ

に
よ

っ
て
大
き

な
衝

撃
を

受
け

た

で
あ
ろ
う

こ
と
も

十
分

に
想
像

で
き

る

の
で
あ

る
。
伊

周

は
そ

の
死

の
床

に
あ

っ
て
、

愛
娘

た
ち

に
、

こ
う
遺

言

し

た
と

い
う
。

を

の
れ
亡
く

な
り

な
ば

、

い
か
な

る
ふ

る
ま

ひ
ど
も
を

か
し

給

は
ん

ず

ら

ん
。

(中

略

)
な

ど

て
世

に
あ

り

つ
る
折

、
神
仏

に
も

「
を

の

が
あ

る
折

、
先

に
た

て
た
ま

へ
」

と
祈
り

請

は
ざ
り

つ
ら

ん
と
思

ふ

が
悔
し

き
事
。

さ

り

と
て
尼

に
な
し

奉

ら
ん

と
す

れ

ば
、

人
聞

き
も

の
狂

ほ
し
き

も

の
か
ら

、
あ

や
し

の
法
師

の
具

ど
も

に
な

り
給

は
ん

ず

か
し
。

あ

は
れ

に
悲
し

き

わ
ざ

か
な
。

ま
う

が
死
な

ん
後

、
人

笑

は

れ

に
人

の
思

ふ
ば
か
り

の
ふ
る
ま

ひ
有
様

お
き

て
給

は

ば
、
必
ず

恨

み
き

こ
え

ん
と
す
。

ゆ

め
ゆ

め
ま

う
が
亡

か

ら
ん
世

の
面

伏

せ
、

ま

ろ
を

人

に

い
ひ
笑

は

せ
給

ふ
な

よ
。

(
栄

花
物
語

初

花

)

こ
の
言
葉

が
、
橋

姫
巻

の
八
宮

の
遺

言

に
酷

似

し

て

い
る

こ
と

も
、
先

人

の
す

で

に
指

摘
す

る

と

こ
ろ

で
あ

る
。

私

は
そ

こ
に
宇

治

十
帖

の
執

筆

時

を
解

く
鍵

を
見

た

い

の
で
あ

る
。

こ
の
遺
言

の
内

容

が
噂

と
な

っ
て
紫

式

部

の
耳

に
入

っ
て
き

た
時

、

一
年
余

の
間
停

迷
摸

索
し

て

い
た
新

し

い
物

語

の
主

題
と
構

想

と
は
、
式

部

の
脳
裏

に

一
条

の
光
を

得

て
、

に
わ

か
に

は

っ
き

り
と

そ

の
形

を
成

し

た

の
で
は
な

か
ろ
う

か
。

橋
姫

か
ら

総
角

・

宿

木
あ

た
り
ま

で
構

想

・
表
現

と
も

に
淀

み
が
な

く

、
定
ま

っ
た

コ
ー

ス

を

一
直

線

に
進

む
趣

き

が
あ

る

の
も

、
そ

の
た

め

で
あ

ろ
う
。

し

か
し

、
実

は
、
其

処

に

一
つ
の
困

っ
た
問

題

が
起

っ
た
。
例

の
夕

霧

左

大

臣

の
件

で
あ

る
。
夕

霧

の
性
格

は
す

で

に
竹
河

巻

に
於

い
て
も
、

多

少

は
敵

役

的
な

と

こ
ろ
が
あ

る
が

、
し

か
し
人

物

と
し

て
は
さ

ほ

ど
難

点

は
な

い
と

い
え

る
。
し

か
し

、
橋

姫
以
降

で
は
、

そ

の
役

柄

は
さ
ら

に
変

貌
す

る
。

彼

は
宮

廷
貴

族
申

の
第

一
人
者

で
あ

り

、
特

に
匂
宮

の
伯

父
と

し

て
、

そ

の
監
督

者

を
以

て
自
任

し

て

い
る

ら
し

い
。
夕

霧

の
存
在

は
、

絶
え

ず

、
直
接

間
接

に
宇
治

の
姫

君

た
ち

に
脅

威

を
与

え
、

そ

の
影

は
彼

女
等

の
不

幸

を
増
幅
す

る
。
責

禄

は

十
分
な

が
ら

、
そ

の
固
苦

し

さ
や
律

義

さ

に
、
薫

も
匂
宮

も
辟

易
す

る
。
彼
は

又
、
威

儀

正
し

い
が

、
思

い
や

り

に
欠

け
、

娘

の
六
君
を
匂

宮

に
も

ら

っ
て
ほ
し

い
と
思

っ
て

い
る

が
、

匂

宮

が

一
向

そ

の
気

に
な

ら

ぬ
の

に
焦

っ
て
み

た
り
、

一
度

は
婿

に
と
思

っ
た
薫

を
、

帝

が
う

ま
く

婿
取

り
す

る

の
を
見

て
、
負

け
惜

し

み
に

い
や

味

な
陰

口
を

利

い
た
り
す

る

の
で
あ

る
。
彼

は
今

や

、
完
全

に
品

の

い
い



敵

役

に
な

り
き

っ
て

い
る
。

こ
う

し

た
夕
霧

の
性

格

・
役
割

は
、

橋
姫
執

筆

開
始

当
初

か
ら
す

で
に

作
者

の
脳
中

に
明
確

に
出
来

上

っ
て

い
た

に
ち

が

い
な

い
。

と
す

れ
ば
、

そ

の
時
、

こ
の
よ
う

な
人

物

に
道

長

の
こ
と
と
誤

解
さ

れ
か

ね
な

い

「
左

大
臣

」

の
称
を

竹
河

巻
末

に
引

つ
づ

い
て
与

え

る

こ
と
が
、

は
た

し

て
作

者

に
な
し

得

た
で
あ

ろ
う

か
。
濡

標
巻

以
来

、

「
左
大

臣
」

に
実
質

を
与

え

る

こ
と
を
細

心

に
避
け

通
し

て
き

た

こ
と
も

、
そ

れ

で
は
無

に
帰
し

て

し
ま
う

で
あ

ろ
う

。

も
し

ど
う

し

て
も

「
左
大

臣
」

に
再

び
実
質

を
賦
与

し
な

け

れ
ば
な

ら
な

い
の
な
ら

、
そ

れ

は
頭
中
将

の
父
左
大

臣

の
如
き
好

人
物

で
あ

る
必

要

が
あ

る
。

脳
裏

に
あ

る
夕

霧

で
は
無

理
な

の

だ
。

ま

た

二

つ
に
は

、
時
期

も
時

期

で
あ

っ
た
。
彰

子

の
高

級

女
官

で
あ

っ

た
紫

式
部

に
も

、
前

年

か
ら

の
伊
周

一
族

の
悲

運
も

、
そ

の
裏

に
道

長

の

手

が
動

い
た

で
あ

ろ
う

こ
と

は
、

お
そ

ら
く
察

せ
ら

れ
た

こ
と

で
あ

ろ
う

し
、

そ
う

し

た
政
治

的

人
物

と
し

て

の
道

長

の
暗

い
側

面

に
も
、

彼
女

は

勘
付

い
て

い
た
に
違

い
な

い
。

帝

の
蔭

口
を
利

い
た

り
、
若

者

に
向

っ
て

押
し

付
け

が
ま

し

い
態
度

に
出

る

人
物
を

「
左
大

臣
」

と
呼

ぶ
こ
と

は
、

こ
の
際
特

に
気

が

ね

で
あ

っ
た
だ

ろ
う

。

そ

の
点

「右

大
臣

」
な

ら

ば
問

題

は
な

い
。

当

時

の
右

大
臣
顕

光

は
、
紫

式
部

も
時

に
軽
蔑

す

る
外
な

い

人
物

だ

っ
た

の

で
あ

墜

世

人

の
評

価
も

低

か

っ
た

の
だ
。

よ
し

ん

ば
顕

光

が
ど
う

思

お
う

と
、
道

長
邸

の
女

房

で
あ

る
紫

式
部

に

つ
い
て
、
直

接

ど

の
よ
う

な
文

句

の

つ
け
よ
う

も
な

か

っ
た

だ
ろ
う
。

ま

た
第

一
、
夕

霧

右
大

臣

は
、
物

語

で
十

年
来

そ

の
任

に
あ

っ
て
、
今

に
始
ま

っ
た

こ
と

で

は
な

い
の

で
あ

る
。

要

す

る

に
紫
式

部

に

と

っ
て
、
夕

霧
左

大
臣

の
形

で
物
語

を
書

き
進

め

る

こ
と

は
、
も

は

や
不

可
能

で
あ

っ
た
。

と
す

れ
ば

、
竹

河
巻
末

の
叙

任

を
撒

回
す

る
か
、
あ

る

い
は

そ
れ

を
無
視

す

る

こ
と
し

か
道

は
残

さ

れ
て

い
な

い
の
で
あ

る
。

竹

河
巻

は
お

そ
ら
く

、
前

年

の
欄
筆

後
早

々
に
巷

間

に
出

て
、

人

々
の
手

か
ら
手

へ
と
写

さ

れ
て

い
た

で
あ

ろ
う

。

も

は
や
撒

回
は
不

可
能

で
あ

る
。

ま
た

、
あ

の
よ
う

な
事

情

に
よ

っ
て
構

想
さ

れ

た

夕

霧

・
紅

梅

・
薫

等

の
昇
進

を
撒

回
す

れ
ば

、
竹

河
巻

と
し

て
は
作

品

と

し

て
成

り

立
た
な

く
な

っ
て
し
ま
う
。

い
つ

れ

に
し

て
も

、
道

は

一
つ
、

夕
霧

任

左

大
臣
を
無
視

す

る

こ
と
し

か
な

い
し

、
ま

た
そ

の
事

は
や

や
体

裁

が
悪

い
と
は

い
う

も

の

の
、
記
述

自
体

は
ま

こ
と
に
容

易

で
あ

っ
た
。

叙

任

の
無

視

と
は

、
具
体

的

に
は
、
橋

姫

に
於

い
て
、
夕
霧

を
右

大
臣

、

紅
梅

を
大

納
言

、
薫

を
中
将

に
、

蔵
人

少
将

を
三
位

中

将

と
し

て
出
発

さ

せ

る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

こ
の
う

ち

、
夕
霧

と
紅
梅

が

こ

の
方

針
通

り

に
宇

治
十

帖
を

甲
貫

し

て

い
る

こ
と

は
前
述

の
通

り

で
あ

る
。

薫

は
橋

姫

で
は
宰

相

中
将

で
あ

る

が
椎
本
巻

(
七
○
年

秋

)
に
中

納
言

、
宿

木
巻

に

権
大

納
言

兼
右

大
将

と
昇
進

す

る
。
蔵

人
少

将

は
、
総

角

に
は
じ

め

て
登

場
し

、

こ

の
時
宰

相

中
将

で
あ

る
。
薫

と
蔵

人
少

将

の
昇
進

は

、
右

の
よ

う

な

「
左

大

臣
」

に
推
し

及

ぶ
性

格

の
も

の

で
は
な

い
か

ら
、

こ
れ

ら
は

あ

ま
り

問
題

に
な

ら
な

い
の
で
あ

る
。

諸
注

、
薫

の
中

納

言
昇
進

の
記

述

の

一
致
す

る

こ
と

か
ら
、

椎
本
巻

第

七
○
年

秋

の
時

点
を

竹
河
巻

末

に
、

重

ね

て
年
立

を
作
制

す

る

の
で
あ

る
が
、

そ
れ

は
、

右

の
よ
う

な
執
筆

事

情

を
推
察

す

れ
ば

、
む

し
ろ
、
第

二
義

的
な

意
味

し

か
持

ち
合

わ

せ
ま

い
。

要
す

る

に
、
竹

河
巻
末

の
夕
霧

以

下

の
昇
任

の
記

述

が
、
も

し
結

果
論

的

に

の
み

い
え
ば

軽
卒

だ

っ
た
と

い
う

こ
と

に
な

ろ
う

し

、
創

作

過
程

に

即

し

て
云
え

ば
、

止
む

を
得
な

か

っ
た

、
と

い
う

こ
と

に
も

な
ろ
う
。

大

長

篇

の
中

に
し

ば
し
ば

見
出

さ
れ

る
大

き
な
屈

折

点
を

境

に
し

て
、
前
後

に
構
想

の
変

化

が
起
る

こ
と

は
あ

り
が

ち
な
事

で
あ

る
が
、

こ
の
場

合

の



よ
う

に
、
内

的
要

因

と
し

て

の
軽
卒

の
上

に
、
不

可
測

の
外

的
要

因

の
加

重

が
あ

っ
て
、
前

後

に
露
骨

な
不

合
理

を
生
ず

る
場
合

も
あ

り
そ
う

に
考

え
ら

れ

る
。

本

論

は
、

そ
う

し

た
事

例

の

一
つ
で
あ

ろ
う

か
と
推

測
す

る

の
で
あ

る
。
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